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薬剤師のコミュニケーションスキル測定のための尺度の開発 

 

学生が患者と応対する場合、事前にどのようなスキルが必要であるのか、あるいは、実習

後にどのようなスキルが修得できたかについて評価する方法は確立されていません。本研究

では、薬剤師におけるコミュニケーションスキルを測定あるいは評価するための測定尺度を

開発しました。 

 

コミュニケーションスキル測定尺度の 38 項目に対して主因子分析にて因子分析を行いま

した（表 1）。第 1因子は、12 項目で構成されており、「患者が納得するまで何度も説明する」、

「患者に不適切な行動をした場合に、すぐあやまる」、「患者の喜びをともに感じあう」、「患

者の人生観を大切にする」、「患者の話によく耳をかたむける」、「患者にはいつも同じ態度で

接する」、「患者と同じ目線で話をする」、「患者が話しやすい雰囲気をつくる」に関する内容

の項目が高い負荷量を示したことから、「患者尊重応対スキル」因子と命名しました。第 2

因子は、7 項目で構成されており、「患者に対する指導方針は、スムーズに決める」、「患者

の話を聞き問題点をみつけることができる」、「いくつかの問題をかかえているときに、どれ

が重要かすぐに判断する」に関する内容の項目が高い負荷量を示したことから、「問題発見

と解決スキル」因子と命名しました。第 3 因子は、6 項目で構成されており、「患者との会

話のきっかけをつくる」、「患者には、表情豊かに接する」、「患者と話しているときに、そっ

と身体に手を添える」などの項目が高い負荷量を示したことから、「積極的接近スキル」因

子と命名しました。第 4 因子は、6 項目で構成されており、「職場の人たちから無視されて

も，適切に応対する」、「職場の人たちが自分とはちがった考えを持っていても、適切に応対

する」、「職場の人たちとの間でトラブルが起きても、適切に処理する」などの項目が高い負

荷量を示したことから「感情処理スキル」因子と命名しました。 
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表 1 最終的な因子パターンと因子間相関行列 

 

高い信頼性、妥当性を有し、31 項目から構成される「薬剤師におけるコミュニケーショ

ンスキル測定尺度（Teramachi’s Pharmacist Communication Skill Scale：TePSS-31）」を開発し

ました。TePSS-31は、薬剤師のコミュニケーションスキルトレーニング研修会において受

講前および受講後に測定することにより、その研修会の評価，個人のスキル到達度評価など

に活用することが可能です。また、6年制薬学教育における長期実務実習において、実習前

および実習終了後、薬局および病院実習における比較、個人のスキル到達度の評価などに活

用することが可能となり、コミュニケーションスキルの評価方法の 1つとして位置づけられ

ると考えます。 
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